
学校評価結果【児童の部】 

今年度の学校評価について、児童へのアンケート結果と今後の対応を下記の通りお知らせいたします 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 学校評価結果【保護者の部】 
保護者へのアンケート調査結果と今後の対応について、下記の通りお知らせいたします。いただいたご意見を

もとに、早速 3学期より学校として改善していくべき点を改善していきますが、あいさつ、登下校の安全確保な

ど、保護者や地域の方々のご協力が不可欠な内容もあります。 

各ご家庭や地域でも、話題にしていただければ幸いです。今後ともご理解・ご協力よろしくお願いします 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育活動・学校行事は、コロナ禍で対策を取りながらの実施となっています。毎日の検温・入校確認票・制限に

もご協力いただけたことに感謝申し上げます。 

【考察】 

  ・「学校が楽しい」「授業が分かりやすい」「先生はよいところを褒めてくれる」「先生は、困った

ことがあるとき は相談に乗ってくれる」の評価がよいのは、担任と児童のコミュケーションがと

れており、工夫した授業に努めている結果と考えます。しかし、「授業中、進んで問題（課題）に

取り組んだり、自分の意見を発表したりしている。」の評価が低かったり「いろいろなことにめあ

てもってチャレンジしている」の評価が下がっていたことから、今後「主体的に学ぶ」授業づくり

に力を入れていきます。 

 ・「家で、家族と話したり手伝いをしたりしている」「早ね・早起き・朝ごはん・メディアコントロ

ールをがんばっている。」の評価が高いのは、ご家庭の協力の賜物です。今後とも家庭と学校が連

携し児童を育てていきましょう。そのためにも、育成する方向性を保護者の皆様と共通理解を図る

ことが大事だと考えます。共通理解を図る場・機会を設けていきます。。 

・「自分のよいところや、がんばっているところが言える。」の評価が低いです。自己有用感がもてる

ように一人一人に活躍の場をあたえられるようにしていきます。 

・「家庭学習をどのくらいやっていますか。（月～金：３年以上）」では、1時間以下の児童が２

５％。「宿題のほかに、自主的に予習や復習に取り組んでいる。（３年以上）」の評価が低いです。

学力を向上させるためにも家庭学習の時間を増やしていきたいです。西川町で作成した「家庭教育の

すすめ」「家庭学習の手引き」を活用し、家庭学習時間の確保、自主学習の質の向上を目指します。

引き続きメディアコントロールの取組みと一緒に家庭学習の充実を図っていきます。 

とても  

【考察】 

〇ほとんどの項目について「あてはまる」「おおむねあてはまる」と回答した保護者が９割近くおり、本校の教育活

動について高く評価いただけています。日頃から、保護者のみなさんにご理解・ご協力いただきながら進めてきた

成果と考えます。今後も子どもたちが楽しいといえる学校運営につとめてまいります。 

〇特に「西川らしい教育」の項目が高いのは、「ふるさと楽行」「カヌー教室」等では西川町のよさをたくさん感じ、

各教科、「読み語り」「クラブ活動」等では地域の先生にたくさん教えていただいたことが子どもたちの姿から評価

いただいたと考えます。これからも「西川らしい教育」に力を入れてまいります。 

△「いじめのない学校」「信頼される学校」については、職員が一丸となって取り組んでおります。自由記述で指摘をいた

だきました「子どもの自主性に任せすぎ」等のご意見は、真摯に受け止め今後取り組んでまいります。子どもの自主

性・判断する能力も育てていくために、失敗経験を大切にし、そこから得る物を大事にしていきます。 

△「進んであいさつ」は毎年の課題になっております。地域の方（学校運営協議会・ふるさと楽行校長）からは、よい評

価をいただいております。家庭、地域の中で大人から積極的にあいさつすることで、子どもたちのあいさつを向上し

ていきましょう。ご協力お願いします。 

これからも、楽しく・安全な学校づくりに努め

ていきます。 


